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地方自治法第１９９条第１４項の規定により、市長から令和４年（2022年）

３月２８日付け越監第２３８号の定期監査の結果報告に基づき、措置を講じた

旨の通知があったので、別紙のとおり公表する。 
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監査の結果に係る措置について 

保健医療部 

【指摘事項】 

＜収入事務＞ 

（１）調定事務において、行政財産使用料の計算に誤りのあるものがあった。

  行政財産の使用に係る使用料については、越谷市行政財産の使用料に関

する条例により、使用区分ごとに使用料の額が規定されている。 

当該使用料の徴収金額を確認したところ、使用料の算定額に誤りがあっ

たため過少に徴収していたものである。（地域医療課） 

【措置等の内容】 

本件については、行政財産使用料の調定事務において、使用料の計算方

法に関する認識及び確認が不十分であったことから、共架電線については

年額長さ１メートルにつき１１円で計算すべきところを１０円で計算し、

また、長さ１メートル未満の端数があるときは、その端数の長さを１メー

トルとすべきところを切り捨てて計算したため、過少に徴収していまし

た。 

   共架電線に係る使用料の単価については、越谷市道路占用料徴収条例

の改正により平成３０年４月１日から現行の額となっていることから、

平成３０年度まで遡及し、該当する事業者に説明の上、不足分について調

定を行い、令和４年４月５日に納入されたことを確認しました。 

   今後は、行政財産使用料の調定事務において確認を十分に行うととも

に、越谷市行政財産の使用料に関する条例及び越谷市道路占用料徴収条

例等について職員に周知徹底を図り、適正な事務処理を行っていきます。



監査の結果に係る措置について 

保健医療部 

【指摘事項】 

＜支出事務＞ 

（２）旅費の支出事務において、支給金額に誤りのあるものがあった。 

   職員に対し支給する旅費については、越谷市職員等の旅費に関する条

例により、最も経済的な通常の経路及び方法により計算することが規定

されている。また、定期券保有区間分の旅費は減額調整を行う取り扱いと

されている。 

職員への旅費の支給状況を確認したところ、以下の点が認められた。 

① 直行直帰の旅行において、在勤地から目的地までの旅費額を限度とし

ていなかったため過支給となっていたもの。（生活衛生課） 

② 経路の選択を誤っていたため支給金額に不足が生じていたもの。（生

活衛生課） 

③ 定期券保有区間分の減額調整の方法を誤っていたため支給金額に不

足が生じていたもの。（国保年金課・生活衛生課） 

【措置等の内容】 

本件については、いずれも旅費の請求・承認手続に関しての認識が不十

分であったことから支給金額に過支給又は不足が生じたものであり、当該

過不足分については、正当額への修正手続を行い、令和４年３月に精算を

完了しました。 

今後は、越谷市職員等の旅費に関する条例に基づいて取り扱うべき経路

や方法等の確認の徹底を図り、適正な事務処理を行っていきます。 



監査の結果に係る措置について 

保健医療部 

【指摘事項】 

＜支出事務＞ 

（３）会計年度任用職員報酬等の支出事務において、支給金額に誤りのあるも

のがあった。 

  会計年度任用職員への報酬等の支給状況を確認したところ、超過勤務時

間数を誤って集計したため支給金額に不足が生じていたものである。（こ

ころの健康支援室） 

【措置等の内容】 

本件については、会計年度任用職員報酬等の支出事務において、超過勤務

等命令簿の確認が不十分であったことから、庶務事務システムの実績入力時

に超過勤務時間数の一部を減算して入力したため、支給金額に不足が生じて

いました。 

  当該不足分については、正当額への修正手続を行い、令和４年１月に精算

を完了しました。 

  今後は、会計年度任用職員報酬等の支出事務について再確認するととも

に、管理職複数による確認作業や庶務事務システムの運用マニュアルの周

知徹底を図り、適正な事務処理を行っていきます。 


